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【テーマセッション】

これからの里＜都市＞居住におけるリスク回避の方向性
暮らしの民俗から将来を読む

菅　豊 東京大学東洋文化研究所助教授

リスク認知と合意形成
信頼と安心を阻害するダメなコミュニケーション

中谷内一也 帝塚山大学心理福祉学部教授

夢ではない木造文化の水利都市
環境防災水利を活かした21世紀の都市再生

大窪健之 京都大学大学院地球環境学堂地球環境学舎三才学林人間環境設計論分野助教授

都市の水循環と安全を守る水利
健全な水利都市は安全か？

沖 大幹 東京大学生産技術研究所助教授

【パネルディスカッション】

安心水利で21世紀の里＜都市＞をつくる文化とは
菅、中谷内、大窪、沖の４名によるディスカッション／参加者との質疑応答

コーディネーター：鳥越皓之 早稲田大学教授

【交流会】

参加者・発表者との情報交換

水害、地震、火災、温暖化－現代都市にはさまざまなリスクが

あります。しかし現状では、個別の政策が功を奏し、高コストで

すが安全で快適と思われる都市環境が実現されてきました。その

結果、いつの間にか都市の安全が当たり前となり、都市をメンテ

ナンスする努力が忘れられがちになっています。一人ひとりが多

様な形で存在する資源を、もっと身近に利用することで「里とし

ての都市」が実現できるのではないでしょうか。

水は、都市においてライフラインの一翼を担っていますが、都

市水害等を引き起こすリスク要因であると同時に、消防水利・環

境水利といったリスクを緩和する資源でもあります。

多様な水利用によってかなえられる水循環は、単なる「都市の

水環境整備」を超えて、「21世紀の里＜都市＞」の基本コンセプ

トの一つではないでしょうか。

そこで、今年のミツカン水の文化交流フォーラムでは、リス

ク・安心・利用という３つのキーワードを軸に、健全な水循環を

ベースとした「21世紀の里＜都市＞」の姿と文化について、気鋭

の論者に語っていただきます。

日時：2005年11月 29日（火）13時30分開演～17時30分 17時30分より交流会を開催

会場：草月ホール　 東京都港区赤坂 7-2-21 草月会館内

地下鉄　銀座線・半蔵門線・大江戸線　青山一丁目駅より徒歩５分　　地下鉄　銀座線・丸の内線　赤坂見附駅より徒歩10分

ミツカン水の文化交流フォーラム2005 開催のお知らせ

リスクに強い水利都市
水循環がつくる21世紀の里＜都市＞とは

フォーラム参加の申し込みや詳細情報については、９月以降にホームページなどでご案内いたします。
なお、プログラム等、予告なく変更する場合がございます。予め、ご了承ください。
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水の文化
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ホームページアドレス
http: //www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写

■水の文化21号予告

特集「水蒸気－湿気と暮らす」（仮）

アジアモンスーンの日本

見えない水・すなわち水蒸気（湿気）ととも

に暮らし、ときには闘ってきたのが

日本の風土ともいえるでしょう

衣食住、産業の現場で

人は湿気とどのように関わってきたのか

水蒸気から暮らしを切ると

何が見えてくるのでしょうか

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水との関わり」に焦点
を当てた活動や調査・研究などをご紹介してまいります。
ユニークな水の文化楽習活動を行っている、「水の文化」にかかわる地
域に根差した調査や研究を行っている、こうした情報がありましたら、
自薦・他薦を問いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合せ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化 バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

水の文化人ネットワーク　夏の登場者
当センターホームページ・水の文化人ネットワークコーナー。
以下の方々を順次アップロードしています。

大窪健之 京都大学大学院地球環境学堂助教授

中谷内一也 帝塚山大学心理福祉学部教授

矢守克也 京都大学防災研究所助教授

編
集
部
よ
り

本
誌
も
や
っ
と
20
号
。
今
号
よ
り
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
し
、
オ
ー
ル
カ

ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
情
報
を
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
、
鮮
明
に

伝
え
た
い
と
願
っ
て
の
試
み
で
す
。
今
後
も
、
水
の
文
化
に
関
す
る
新

た
な
提
案
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
読
者
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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◆
今
号
い
か
が
で
し
た
か
？
　
人
の
生
死
に
直
に
接
す
る
消
防
士
の

方
の
志
に
触
れ
、
心
の
中
で
拍
手
の
プ
チ
感
動
で
し
た
。
消
火
の
際
に

膨
大
な
量
の
水
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
つ
で
も
使
え
る

身
近
な
水
を
意
識
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
す
。
地
震
な
ど
非

常
時
で
は
消
火
栓
も
使
え
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
。（
新
）

◆
日
頃
は
な
か
な
か
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
、
縁
の
下
の
防
火
の
し

く
み
。
想
像
し
て
い
た
以
上
の
多
く
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
え
ら
れ
て

い
る
の
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
反
面
、
あ
る
種
の
危
う
さ
も
感

じ
る
。
一
歩
踏
み
込
む
と
、
思
わ
ぬ
危
険
に
も
改
め
て
気
づ
く
。
こ
れ

も
新
鮮
な
驚
き
。（
福
）

◆
火
事
は
誰
か
が
消
し
に
来
て
く
れ
る
も
の
。
水
は
蛇
口
を
捻
る
と

簡
単
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
簡
単
に
無
限
に
手
に
入
る
も
の
。
そ
ん
な

勘
違
い
は
捨
て
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
防
火
に
つ
い
て
も
っ
と
考

え
、
水
の
恵
み
に
感
謝
す
る
事
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
達
の
生

活
は
常
に
誰
か
に
支
え
ら
れ
て
い
る
事
も
。（
武
）

◆
火
事
と
言
っ
て
思
い
出
す
の
は
小
学
生
の
頃
の
記
憶
ば
か
り
。
消

防
自
動
車
が
や
っ
て
来
て
校
庭
で
消
防
訓
練
を
し
た
こ
と
。
逃
げ
遅
れ

な
い
よ
う
に
上
履
き
の
か
か
と
は
踏
ま
ず
に
履
く
よ
う
に
と
担
任
の
先

生
に
言
わ
れ
た
こ
と
。
隣
家
が
火
事
で
怖
い
想
い
を
し
た
と
従
妹
に
聞

い
た
こ
と
。
現
実
の
火
事
に
つ
い
て
も
っ
と
考
え
な
く
て
は
。（
ゆ
）

◆
河
川
、
水
道
、
生
態
系
と
、
水
を
仕
事
に
さ
れ
て
い
る
方
は
数
多

い
。
そ
ん
な
方
で
も
、
消
防
水
利
に
ま
で
目
配
り
す
る
の
は
大
変
だ
。

巨
大
地
震
が
起
き
る
と
怖
い
な
ぁ
と
思
い
な
が
ら
も
、
気
づ
い
た
こ
と

は
、
自
分
で
使
え
る
水
が
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
都
市
の

現
実
。
日
常
は
安
全
だ
け
れ
ど
、
自
分
で
火
を
消
そ
う
と
思
う
と
、
途

端
に
安
心
感
が
遠
の
く
。
ま
さ
に
安
全
と
安
心
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
。（
中
）

◆
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出
て
、
ス
イ
ッ
チ
で
火
が
つ
く
の
は
当
た
り

前
。
家
庭
の
電
化
が
進
め
ば
、
ガ
ス
の
炎
を
見
る
機
会
ま
で
も
が
失
わ

れ
る
。
お
ま
け
に
下
っ
腹
に
肉
が
付
き
、
二
の
腕
は
脂
肪
ば
か
り
。
身

近
に
汲
め
る
水
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
テ
イ
タ
ラ
ク
で
果
た
し
て
バ
ケ
ツ

で
水
を
汲
み
、
走
っ
て
行
っ
て
火
を
消
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。（
賀
）
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